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「
ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

」

へ
の

「
改

宗

」

i

一
九
世
紀
イ
ン
ド
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師
と
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
改
革
運
動
、
そ
し
て
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
至
上
主
義

へ
(↓

松
川

恭
子

〈
要
旨
〉

植

民
地
時
代

は
、
宣
教
師

に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教
布
教

の
時
代

で
も

あ

っ
た
。
そ

の
影

響
は

、
諸

処

の
社
会

が
近
代

に
向

か

っ
て

い
く
際

に
重
要
な

役
割
を
果
た

し
た
。
本

稿

で
は

、
イ

ン
ド

で
布

教
活
動
を
行

っ
て
い
た
宣

教
師

に
よ

る

「
イ

ン
ド
」
、

「
ヒ
ン
ド

ゥ

ー
」

の
想

像
と
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
知
識
人

の
反
応

に
つ
い
て
、

主

に

一
九
世
紀

の
事
例

を

元

に
分
析

す

る
。

宣
教
師
内

に
は

二
つ
の
立
場

が
あ

っ
た
。

一
つ
は
、
偉
大

な
文
明
を

生

み
出

し
た

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
を
賞

賛
す

る
オ
リ

エ
ン
タ

リ
ス
ト
的
見
解

で
あ
り

、
も
う

一
つ
は
、

ヒ
ン
ド

ゥ
i
教

の
中
心

に
悪
弊

の
カ
ー

ス
ト
制
度
を

位
置
づ
け
、
そ

の
徹

底

廃
止
を
主

張
す

る
見
解

で
あ

る
。
対
す

る
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
側
は

、
ラ
ー

ム

・
モ
ー

ハ
ン

・

ロ
;

イ
が
キ

リ
ス
ト
教

の
思
想

と
自
己
を

一
部

同

一
化
し

て
、
社
会

宗
教
改
革
を
行

お

う
と

し
た

の
に
対

し
、
ダ

ヤ
…
ナ

ン
ド

・
サ

ラ

ス
ワ

テ
ィ
ー

は
、
キ
リ

ス
ト
教

に
徹
底

的

に
反
対

の
姿
勢
を

と

っ
た
。

し
か
し
、
後
者

の
ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教

へ
の

「再
改
宗
」
と

い
う
概
念

や
、
個
人

の
内
面
的
教
育

が
社
会
を
変

え
る
と

い
う
考
え

に
は
、
キ

リ
ス
ト

教

の
影
響
を

見

て
取

る
こ
と
が

で
き

る
。
両
者
と

も
に
西
欧
、

こ
こ
で
は
キ
リ

ス
ト
教

と
の
関
係

に
お

い
て

「
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
」

を
再
構
築

し
よ
う
と
し
た
。
前
者

は
、

「他
者

に
よ

る
表
象
を
自
己

の
も

の
と
し

て
客
体
化
」
し
た

が
、
後
者
は

、
「
自
己
を
表
象
す

る

他
者
を
、
表

象
し
返
す

こ
と

に
よ
り
、
自
己
を
表
象
」

し
た
と

言
え
る
。

こ
の
よ
う

に

宣
教
師
と

ヒ

ン
ド

ゥ
i
知
識

人
の
相

互
関
係

の
中

で

「
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
」
は

、
本
質
化

さ
れ
、
そ

れ
は
現
代

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義

の
動
き

へ
と

一
部

つ
な
が

っ
て

い
く

こ

と
と
な
る
。

キ

ー

ワ
ー
ド

キ
リ

ス
ト
教
宣

教
師

、

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
知
識
人

に
よ

る
社
会
宗
教
改

革
運
動

、
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ

ム
、

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」

の
本
質
主
義
化
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
至

上
主
義

一 「ヒ ン ドゥー 教 」 へ の 「改 宗」211



1

は

じ
め
に

植
民
地
時
代
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
拡
大
の
時
期
で
も
あ

っ
た
。
初
期
に
は
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
支
配
地
域
に
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
が
、
遅
れ
て
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
各
派
が
世
界
各
地
に
赴
き
、
異
教
徒
に
神
の
教
え
と
改
宗
を
熱
心

に
説
い
た
。
前
者
は
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
で
成
功
を
収
め
、

後
者
は
メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
、
南
ア
フ
リ
カ
等
で
信
者
を
増
や
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
今
日
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
大
勢
を
占
め
る
。
ヴ
ァ

ン

・
デ
ア

・
ヴ
イ
ー
ア
は
、
キ

リ
ス
ト
教

へ
の
改
宗
を
、
近
代

へ
の
転
換

(OO
づ
く
Φ
門
の一〇
口
)と
位
置
づ
け
、
改
宗
を
巡
る
問
題
点
を
、
『近
代

へ
の
転
換
/
改

宗

(8
⇒
<
2
ωδ
昌
ご

と

い
う
名
の
論
集
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
次
の

三
点
に
ま
と
め
て
い
る

(説
明
の
た
め
の
事
例
も

(<
9。づ
住
奠

く
Φ興

一
り㊤
①)
か

ら
で
あ
る
。
)。
①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー

・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
問
題
。
こ
れ
は
、

社
会
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
異
議
表
明
を
す
る

際
な
ど
に
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば

、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
直
後
の

一
九
五
五
年
、

歴
史
的
に
社
会
の
底
辺
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た

ハ
リ
ジ
ャ
ン
出
身
で
あ
り
、

イ
ン
ド
憲
法

の
起
草
者
で
あ
る
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
は
、
多
数

の
ハ
リ

ジ
ャ
ン

(不
可
触
民
)
を
伴

っ
て
ヒ
ン
ド

ゥ
i
教
か
ら
仏
教
に
改
宗
し
た

(、
)。
彼
の
改

宗
は
、
独
立
後
も
依
然
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
の
枠
内
に
ハ
リ
ジ
ャ
ン
を
社
会
的
被

抑
圧
者
と
し
て
位
置
づ
け
る

「世
俗
国
家
」
イ
ン
ド
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て

で
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
改
宗
が
宗
教
の
み
な
ら
ず
、
「政
治
」
、
「国
民
国
家
」

と
い
っ
た
領
域
と
関
係
づ
け
ら
れ

る
必
要
性
が
見
て
と
れ
る
。
②
現
地
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義

の
翻
訳
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
、

一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
に

122

よ
る
ブ
イ
リ
ピ

ン
支
配
を
事
例
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教

(カ
ト
リ

ッ
ク
)
を
伝
え
る
際
に
、
タ
ガ
ロ
グ
語
を
、
ラ
テ
ン
語
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「想
像
」
し
、
自
己
の
理
解
の
枠
内
に
収
め
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
タ

ガ
ロ
グ
人
が

い
か
に
キ
リ
ス
ト
教
を
変
換
し
て

(o
o
p
肓
p
9
)
理
解
し
た
の
か
、

を
鮮
や
か
に
分
析
し
て
い
る
。
③
過
去
と
の
決
別
と
変
化
。
キ
リ
ス
ト
教
と
接

触
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
死
や
病
気
に
関
す
る
観
念
が
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
ジ
ョ
リ
ー
は
、
論
じ
て
い
る

(冒
ξ

一
ΦO
O)
。

そ
し
て
、
ヴ
ァ
ン

・
デ
ア

・
ヴ
ィ
ー
ア
は
こ
の
イ
ン
み
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
最

後
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「近
代
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
改
宗
は
、
他
者

と
の
関
係
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
変
換
を
志
向
し
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
社
会
の
編
成
を
可
能
に
す
る
。」

(<
9づ
儀
Φ
門
く
ΦΦ
『
一Φ
り①
"トり
O
)

こ
れ
は
、
植
民
地
主
義
の
下
で
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
赴
い
た
多
く
の
地

域
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
が
、

宣
教
師
に
出
会

っ
た
際

の
対
応
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
改
宗
だ
け
に
限
定
さ
れ
る

だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
改
宗
を
拒
否
す
る
、
と
い
う
の
も
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
反

応
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
、
ヴ
ァ
ン

・
デ
ア

・
ヴ
ィ
ー
ア
の
い
う
三
つ
の
問
題
点
は
、
キ

リ
ス
ト
教

へ
の
改
宗
が
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
を
分
析
す
る
際
に
も
役

立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
過
程
で
、
「キ

リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
こ
と
」
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
i

・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
焦

点
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
を

解
釈
し
た
り
、
そ
の
観
念
を
取
り
込
む
際
に
改
宗
者
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
と



な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
が
行

っ
た
よ
う
に
、

異
教
徒
を
劣

っ
た

「他
者
」
と
し

て
、
改
宗
す
る
べ
き
者
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ

っ
て
導
か
れ
る
べ
き
者
と
し
て
と

扱

っ
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
そ
の

「他
者
」

が
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
、
例
え
ば

、
教
育
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
社
会
改
革

に
つ
な
が
る
、
と

い
う
意
識
を
取
り
込
み
、
自
己
を
近
代
化
さ
せ
る
方
向
に
向

か

っ
た
と
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
、

一
九
世
紀
に
イ
ン
ド

で
宣
教
活
動
を
行

っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
と
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
と

し
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
改
革
運
動
を
例
に

取
り
、
そ
の
両
者
の
問
で
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と

「キ
リ
ス
ト
教
」
が
い
か
に

構
築
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
分
析
す

る
。
こ
の
過
程
に
は
様
々
な
要
素
が
絡
み
合

っ
て
い
る
。
宣
教
師
側
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
(
a
)
古
代
イ
ン
ド
文
明
を

通
し
て
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」
を
ロ

マ
ン
化
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
的
な
見
解

と
、
(b
)
カ
ー
ス
ト
制
度
は
悪
弊

で
あ
り
、
そ
れ
と
密
接
に
結
び

つ
く

「
ヒ
ン

ド
ゥ
i
教
」
は
キ
リ
ス
ト
教
に
従

い
改
革
さ
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
見
解
が
存
在

し
た
。

一
方
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
側
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

の
批
判
を
受
け
、

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
つ
・」

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
は
誰
か
9
」

と

い
う
問
題
を

明
確
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

(.a
)
キ
リ
ス
ト
教
の

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
」
観

に
自
己
を
同

一
化
さ
せ
る
傾
向
と

(b
)
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
す
る
こ
と
で

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
を
構
築
す
る
二

つ
の
立
場
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
世
紀
半
ば
に
、
亜
大
陸
各
地

に
お
け
る
宣
教
師
の
活
動

の
結
果
、
キ
リ

ス
ト
教
は
イ
ン
ド
世
界
で
最
低
位

に
位
置
づ
け
ら
れ
る

ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
間
で
受

け
入
れ
ら
れ
、
各
地
で
集
団
改
宗
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
動
き
に
危
機
感
を
抱

い

た
ヒ
ン
ド
ゥ
i
知
識
人
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
す
る
宗
教
と
し
て
の

「
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」
を
を
確
立
す
る
た
め
に
、
古
典
で
あ
る
ヴ

ェ
ー
ダ
に
戻
る
と

い
う
歴
史
化
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
格
が
、
ラ
ー
ム

・
モ
ー

ハ
ン

・

ロ
ー
イ
、
ス
ワ
ミ

・
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ド
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
創
立
さ

れ
た
の
が
、
ブ
ラ
フ
モ

・
サ
マ
ー
ジ
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ
マ
ー
ジ
で
あ
る
。
特
に
、

後
者
は
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」

の
実
体
化
、
本
質
主
義
化

へ
と
向
か
う
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
う
し
て
構
…築
さ
れ
た

「ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独

立
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
政
治
的
対
立
と

い
う
脈
絡
の
中
で
、
「イ
ス
ラ
ム
教
」

を
対
抗
す
る
宗
教
と
し
て
描
き
だ
し
、
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
問
題
に
代
表
さ
れ
る
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義

へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る

(3)。

ま
た
、
「キ
リ
ス
ト
教
」
を

(ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
に
し
て
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
意
味
に
し
て
も
)
参
照
枠
と
し
、
イ
ン
ド
知
識
人
が
い
か
に

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
」
を
解
釈
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
の
事
例
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド

・
サ
イ
ー
ド
が

『オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
述
べ
た
他
者
化
の
問
題
が
、
西
欧
が
オ
リ

エ
ン
ト
を

想
像
す
る
と
い
う

一
方
向
だ
け
に
向
か
う
も
の
で
は
な
く
、
オ
リ
エ
ン
ト
側
が

西
欧
を
想
像
す
る
、
あ
る
い
は
、
西
欧
の
オ
リ
エ
ン
ト
観
に
同
化
し
つ
つ
自
己

を
近
代
に
向
け
て
変
革
し
よ
う
と
す
る
、
と

い
う
双
方
問
の
複
雑
な
過
程
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考

尺
る

(サ
イ
ー
ド

一
九
九
二

(
一
九
七
入
)
)。

2

キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師

の

「
イ

ン
ド
」
、
「
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
」
観

「ヒ ン ドゥー 教 」 へ の 「改 宗 」

 

近
年
、
植
民
地
時
代
か
ら
の

「想
像
の
イ
ン
ド
」
の
蓄
積
を
従
来

の
イ

ン
ド

ー32



研
究
の
中
に
見
出
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
再
考
す
る
動
き
が
盛

ん
で
あ
る

(∪
『
冨

一㊤Φ
b。
"
H巳

Φ⇒

一Φ
りρ

関
根

一
九
九
四
、

一
九
九
七
)。
主

要
な
論
点
は
、
西
欧

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
が
想
像
し
た
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に

基
づ
く
イ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
二
〇
世
紀
の
イ
ン
ド
研
究
に
も
受
け
継
が
れ
、

再
生
産
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「カ
ー
ス
ト
」

の
実
体
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
知
の
再
生
産
は
、
イ
ン
ド
外
部
の

ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
の
領
域
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
人
自
身
が
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
自
己
の
も
の
と
し
、
独
立
後
の
政
策
の
土
台
と
し
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る

(関
根

一
九
九
七
)。

植
民
地
時
代

の
イ
ン
ド
の

「想
像
」
に
は
、

知
識
人
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
や
政
治
家
、
行
政
官
な
ど
の
関
わ
り
が
指

摘

で
き
る
が
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
各
地
で
布
教
活
動
を
行

っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
も
、
そ
の
重
要
な

一
翼
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼

ら
の
作
り
だ
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
報
告
書
や
本
な
ど
で
流
布
し
、
互
い
に
情
報

交
換
、
引
用
を
行
う
こ
と
に
よ
り

、
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
宣
教
師
を
ま
と
め
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と

対
比
さ
せ
た

コ
ー
ン
(O
o
ぎ

一Φ
Q。
刈
(一
㊤①
Q。))に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト

教
内
部
で
の
言
説
の
違

い
に
注
意
を
払

っ
て
こ
な
か
っ
た
と

い
え
る

〔、}。
本
節

で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師

が
、

い
か
に

「イ
ン
ド
」
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
」

を
想
像
し
、
そ
れ
ら
が
、
歴
史
的

に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
か
に
つ

い
て
述
べ
る
。

ω

歴
史
的
背
景

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
イ
ン
ド

に
お
け
る
歴
史
的
契
機
は
、

一
四
九
八
年
の

ヴ

ァ
ス
コ
・
ダ

・
ガ
マ
の
カ
リ
カ
ッ
ト
上
陸
後
に
始
ま
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
進
出

142

で
あ

っ
た
。
イ
ン
ド
西
海
岸
沿

い
、
主
に
ケ
ー
ラ
ラ
州
に
当
た
る
地
域
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
到
着
以
前
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
存
在
し
て
お
り
、
伝
承
に
よ
る

と
、
こ
の
シ
リ
ア
系
キ
リ
ス
ト
教
は
、
A
D
五
二
年
に
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の

一
二
使
徒
の

一
人
、
聖
ト
マ
ス
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
格
的
な
布
教
活
動
は
、
.ポ
ル
ト
ガ
ル
行
政
官
と
と
も
に
や

っ
て
来
た
イ

エ
ズ

ス
会
等
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
に
よ
り
始
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

(,v。
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
続
き
、
イ
ン
ド
市
場
に
参
戦
し
た
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
れ
ぞ

れ
東
イ
ン
ド
会
社
を
設
立
し
、
商
人
や
官
吏
が
こ
ぞ

っ
て
や
っ
て
来
る
こ
と
と

な

っ
た
が
、
彼
ら
と
と
も
に
、
礼
拝
を
執
り
行
う
た
め
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

牧
師
も
、
亜
大
陸
に
渡

っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦

い
を
経

て
、

一
八
世
紀
初
頭
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
ボ
ン
ベ
イ
、

マ
ド
ラ
ス
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の

三
地
点
に
管
区

(プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
)
を
設
置
し
、
交
易
範
囲
を
徐

々
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
そ
の
三
地
点
は
、
宣
教
師
の
活
動
拠
点
と
も
な

っ
て
い
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
権
力
を
ほ
ぼ
掌
握
し
た
の
は
、

一
入
世
紀
中
葉
の
フ
ラ
ン
ス
と
の
三
回
に
渡
る
カ
ー
ナ
テ
ィ
ッ
ク
戦
争
、
在
地

勢
力
と
の
争

い
を
経
た
、

一
八
三

一
年

の
デ
カ
ン
南
部
マ
イ
ソ
ー
ル
王
国
の
滅

亡
後
で
あ

っ
た
。

一
八
五
七
-

五
八
年
の
イ
ン
ド
大
反
乱

(セ
ポ
イ
の
乱
)
を

鎮
圧
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
を
廃
止
し
、
五
入
年
の
イ
ン
ド

統
治
法
に
よ
り
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
支
配
下
に
あ
る

こ
と
を
宣
言
し
た
。

そ
の
時
点
で
は
、
イ
ン
ド
で
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
を
目
的
と
し
て
、
多
数

の

宣
教
師
が
各
地
で
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
主
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
会
で
は
、



一
七
九

三
年

に
ジ

ョ
ン

・
ト

ー

マ

ス
q
o
ぎ

↓
『
o
ヨ
四
ω
)、

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ケ

ア
リ

(≦

Φ
≡

冨
ヨ

O
贄

Φ
《
)
に

よ

り

活

動

が

始

め

ら

れ

た

バ

プ

テ

ス
ト

宣

教

協

会

(bd
ζ

ω
)
が

あ

る

。

一
七

九

八

年

に

は

英

国

国

教

会

系

の

ロ

ン

ド

ン

宣

教

会

(い
ζ

QQ
)、

一
八

=

二
年

に
は

英

国

宣

教
会

(O
ζ

ω
)

が
活

動

を

開

始

し

た
。

先

に

述

べ

た

三

管

区

の
中

で
も

、

カ

ル
カ

ッ
タ
が

こ
れ

ら

の
宣

教

会

の
中

心

地
と

な

っ
て

い
た

。

②

プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
観

同
じ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
え

ど
も
、
宣
教
師

の
イ
ン
ド
観
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー

教
観
は
、

一
枚
岩
で
は
な
か

っ
た
。
単
純
化
す
れ
ば
、
ヴ

ェ
ー
ダ
等

の
古
典
に

西
欧
が
失

っ
た
モ
ラ
ル
を
発
見
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
的
立
場
と
カ
ー
ス
ト
制
度
を
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
悪
弊

と
見
な
し
、
そ
の
根
本
的
な
廃
止

に
よ
り
社
会
的
改
革
を
行

っ
て
い
こ
う
と
す

る
立
場
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
と
も
に
、
サ

イ
ー
ド
が
述
べ
る
よ
う

に
、
他
者
化
を
行
う
と
い
う
意
味
で
は
、
同
じ
コ
イ
ン

の
両
面
と
し
て
ま
と
め
て
論
じ
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
の
議
論
で

は
、
後
に
論
じ
る
イ
ン
ド
側
の
反
応
と
の
関
係
性
を
見
る
た
め
に
、
二
つ
の
立

場
を
そ
れ
ぞ
れ
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
様

々
な
宣
教
師

の
立
場
は
、
両
サ
イ

ド
の
ど
ち
ら
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
先
に
述
べ
た
ウ
ィ

リ
ア
ム

・
ケ
ア
リ
に
代
表
さ
れ
る
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル

・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
、

一
九

世
紀
初
期
に
活
動
を
行

っ
て
い
た
宣
教
師
は
、
前
者

の
立
場
を
取
っ
て
い
た
が
、

二
〇
世
紀
初
期
の
宣
教
師
は
、
後
者

へ
と
傾
倒
し
た
。
こ
の
立
場
の
違
い
は
、

東
イ
ン
ド
会
社
が
植
民
地
経
営
を

い
か
に
し
て
行
う
か
、
と

い
う
政
府
の
方
針

を
巡
り
、
イ
ン
ド
研
究
者
で
あ
る
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
や
政
治
家
の
意
見
と
も

絡
み
合

い
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
論
争
が
高
ま

っ
た

一

つ
の
経
緯
と
し
て
、
後
に
も
述
べ
る
が
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
i

・
ダ
ブ
に
代
表
さ

れ
る
、
イ
ン
ド
人

へ
の
英
語
教
育
導
入
の
是
非
を
巡
る

一
連
の
議
論
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
英
本
国
議
会
や
東
イ
ン
ド
会
社
取
締
役
会
で
の

「保
守
派
」
と

「急

進
派
」

の
対
立
の
延
長
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
宣
教
師
た
ち
の
間
で
も
、
導
入

と
非
導
入
に
関
し
て
意
見
は
二
つ
に
分
か
れ
た

(、.。
先
に
述
べ
た
、
イ
ン
ド
社

会
は
西
欧
の
力
を
借
り
ず
と
も
彼
ら
自
身
の
文
明
の
遺
産
で
や

っ
て
い
け
る
の

だ
か
ら
干
渉
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
立
場
と
、
カ
ー
ス
ト
が
イ
ン
ド
社
会
の

悪

の
根
源
で
あ
る
と
す
る
立
場
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
イ
ン
ド
社
会
は
、
外
部

の
力
、

つ
ま
り
西
欧
に
よ

っ
て
変
革
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
立
場
は
そ

こ
で
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

①

オ

リ

エ
ン
タ

リ

ス
ト
的

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
観

聖
典

ヴ

ェ
ー

ダ
等

を

生

み
出

し
た

古

代

イ

ン
ド

を

理

想

化

し

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

お
け

る
文

明

の
起

源

と

結

び

つ
け

る
傾

向

は

、

ア

カ

デ

ミ
ズ

ム

の
伝

統

の

中

に
よ

く

見

ら
れ

る

が

(O
o
ぎ

一
㊤
。。
刈
(一
〇
①
。。
))、
宣

教

師

の

「
オ

リ

エ
ン
タ

リ

ス
ト

的

」

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
観

の
萌

芽

は

、

一
八
世

紀

に

、
活

動

を

行

っ
て

い
た
プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト

、

ド

イ

ツ
人

の
ル

タ

ー
派

宣

教

師

バ

ル
ト

ロ

マ
オ
イ

ス

・
ツ
ィ

ー

ゲ

ン

バ
ル

グ

(しd
母

9

0
δ
ヨ
器

⊆
ω
N
δ
oq
Φ
昌
び
巴
oq
)
の
中

に
見

出

せ

る

〔7
)。

ツ

ィ
ー

ゲ

ン
バ

ル

グ

は
、

一
七

〇
六

年

に
二

三

歳

で

コ

ロ

マ
ン
デ

ル
海

岸

に

あ

る

ト

ラ

ン
キ

バ

ー

ル

の

デ

ン

マ
ー

ク
人

居

住

地

に
到

着

し

た

。

彼

は
、

現

地

で
話

さ
れ

て

い
た

タ

ミ

ル
語
を

習

得

し

、

一
七

=

年

に
は

、

『
マ
ラ
バ

ー

ル

に

「ヒ ン ドゥー 教」 へ の 「改 宗 」215



お
け
る
異
教
徒
信
仰
の
詳
細
な
記
述
』
と
い
う
本
を
出
版
す
る
。
ゲ
ン
シ
ヒ
ェ

ン
に
よ
れ
ば
、
ツ
イ
ー
ゲ
ン
バ
ル
グ
は
、
「知
識
を
学
ぶ
と

い
う
姿
勢
も
な
く
、

道
徳
的
な
振
る
舞

い
も
知
ら
ず
、
野
蛮
な
タ
ミ
ル
人
」
と
い
う
従
来
の
考
え
方

を

一
蹴
し
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
我
々
の
方
が
羞
恥
を
感
じ
る
程
に
、
彼
ら
の

信
仰
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
((甲
①詳
ω一〇】ρ
①⇒
一り
QO①
冖㊤膳
)。
ツ
イ
ー
ゲ
ン

バ
ル
グ
が
知
識
を
得
た
の
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
知
識
人
で
、
聖
典
の
知
識
を
占

有
す
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
著
し
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
イ
ン
ド
観
と
共
通
点
を
持

っ
て
い
る
の
は
、
疑
い
が
な

い
。
西
欧
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
知
識
人
も
ま
た
、
ブ
ラ
ー

マ
ン
の
依
拠
す
る

古
典
に
従
い
、
彼
ら
の
イ
ン
ド
像
を
形
作

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
.

ラ
サ
ラ
ト
ナ
ム
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
タ
ミ
ル
社
会
に
お
い
て
、
歴
史
の
あ

る
時
点
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
に
至
高
の
唯

一
神
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

時
代
が
下

っ
て
、
そ
の
信
仰
は
、
多
数
神
、
悪
魔

へ
の
傾
倒
に
よ
り
不
明
瞭
と

な

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

を

ツ

ィ
ー

ゲ

ン

バ

ル
グ

は

主
張

し

て

い
る

(〉
同曽
ω9
N①
け5
田
ヨ

一㊤QO
一"bO
ω)。
イ
ン
ド
古
代
を
優
れ
た
も
の
と
し
て
ロ
マ
ン
化
す

る
姿
勢
は
、
ま
さ
に
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
主
張
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
流
れ
は
、
時
代
を
二
世
紀
下
り
、
後
に
述
べ
る

一
九
世
紀
初
期
の
カ
ー

ス
ト
制
度
徹
底
廃
止
、
イ
ン
ド
社
会
改
革
論
の
高
ま
り
を
経
た
後
、

一
九
世
紀

末
か
ら
二
〇
世
紀
初
期
の
自
由
主
義
者
の
主
張
に
再
び
現
れ
る

(、)。
こ
の
頃
の

宣
教
師
は
、

マ
ッ
ク
ス

・
ミ
ュ
ラ
ー
等
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
密
接
な
繋
が

り
を
持
ち
、
優
れ
た
古
代
文
明
を
有
し
て
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、
と
い
う
ロ
マ
ン

主
義
に
連
な
る
立
場
か
ら
、
イ
ン
ド
社
会
を
捉
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
後

に
述
べ
る

一
九
世
紀
初
期
の
カ
ー
ス
ト
制
度
徹
底
廃
止
、
イ
ン
ド
社
会
改
革
論

162

か
ら
百
八
十
度
転
換
す
る
わ
け

で
あ

る
。
例
え
ば

J

・
D

・
メ
イ
ナ
ー
ド

(ζ
N旨

母
α
)は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「も
し
も
我
々
が
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
会
と
の
関
係
で
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
対
し
偽
り
な
い
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
度
が
二
千
年
以
上
に
も
渡

っ
て
広
範
囲
の

何
百
万
の
人
々
に
と

っ
て
の
社
会
組
織

で
あ

っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。」
(岡
O
同N
①ωけΦ
「
一①
刈㊤
冖一虧
ω)
こ
こ
か
ら
く
み
取
れ
る
の
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度

を
容
認
す
る
態
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
依
然
、
宗
教
の
進
歩
の
過
程
の
最
終

段
階
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
崩
し
て
は
い
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、

カ
ー
ス
ト
制
度
を
含
む
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
偉
大
な
先
駆
者

で
あ
る
が
、
よ
り

進
歩
し
た
宗
教
形
態
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
乗
り
越
え
ら
れ
る
運
命
に
あ

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
局
、
イ
ン
ド
社
会
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
的
慣
習
を
残

し
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ

っ
て
開
化
さ
れ
、
そ
の
上
で
独
立
し
た
国
家
と

し
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る

(閃
O
NNΦ
ωけΦ
『
一㊤
刈
り
H]■膳
MW)。

イ
ン
ド
社
会
を
劣
者
と
見
な
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
進
歩
さ
せ
ら
れ
る
、
と

の
見
解
は
、
サ
イ
ー
ド
が

『オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
で
示
し
た
知
に
よ
る
他
者

支
配
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
だ
ろ
う
。

GD

「悪
弊
と
し
て
の
カ
ー
ス
ト
」
観
l
ー
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
徹
底
改
革
論

十
九
世
紀
初
期
に
活
動
を
行

っ
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
は
、
カ
ー

ス
ト
制
度
を
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
構
成
す
る
重
要
な

一
要
素
で
あ
り
、
布
教
の

最
も
大
き
な
障
害
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
悪
弊
で
あ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
を
排
除

す
る
こ
と
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
を
啓
蒙
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
す
る
い
ち
早
い



道
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
宣
教
師
た
ち
の
目
的
は
、
「個
人
」
で
構
成
さ

れ
た
社
会
の
実
現
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
ジ
ャ
ー
テ

ィ
と
い
う
特
定
の
職
業
に
結
び
つ
い
た
集
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ス
ト

内
婚
な
ど
の
側
面
で
、
個
人
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
規
定
す
る
、
と
見
な
さ
れ
て

い
た
。
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
は
、
聖
典

の
知
識
に
基
づ
き
儀
礼
を
執
り
行

う
ブ
ラ
ー
マ
ン
が
位
置
し
、
そ
れ
に
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
、
シ
ュ
ー

ド
ラ
の
他
の
三
ヴ

ァ
ル
ナ
が
続
き

、
最
底
辺
に
は
ハ
リ
ジ
ャ
ン
が
来
る
。
こ
の

よ
う
に
、
個
人
が
西
欧
の
よ
う
に
独
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ュ
モ

ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「宗
教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
」
に
よ
り
、
イ
ン
ド
社
会
に

「埋
め
込
ま
れ
て
い
る
」
状
況
は
、
宣
教
師
の
目
指
す
社
会
と
は
対
極
に
あ
り
、

変
革
の
対
象
で
あ

っ
た

θ
二
目
o
暮

一⑩Q。O
(一㊤①
①
))。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
し

て
、
最
初
に
イ
ン
ド
に
足
を
踏
み
入
れ
た
ウ

ィ
リ
ア
ム

・
カ
レ
イ
等
バ
プ
テ
ス
ト
宣
教
会
の
カ
ー
ス
ト
制
度
に
対
す
る
攻
撃

は
激
し
い
も
の
だ

っ
た
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー

が
全
て
を
西
欧
式
に
変
え
る
必
要
は
な
く
、
「キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
と
実
践
を

現
地
文
明
と
融
和
さ
せ
る
」
と
い
う
、
全
般
的
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
寛
容
な

姿
勢
を
取

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
偶
像
支
配
と
結

び

つ
け
ら
れ
、
断
固
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
た

(勾
O
『『Φ
ωけΦ
「
一⑩
刈
㊤"卜o刈
)。

こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
、
カ
ー
ス
ト
観
に
基
づ
き
、
宣
教
師
た
ち
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
の
知
識
人
で
あ
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
に
改
宗
を
迫
る
べ
く
、
布
教
を
行
う
際
に

も
、
偶
像
崇
拝
と
は
手
を
切
る
こ
と

を
強
制
し
た
。
そ
れ
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度

か
ら
も
身
を
離
し
、
「聖
な
る
人
間
」
(勾
◎
『吋Φ
ωけΦ『
一
り刈
⑩
"卜⊃
刈)
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
他
宗
教
に
改
宗
す
る
こ
と
は
、
家
族
や

知
人
と
の
つ
な
が
り
を
絶
ち
、
カ
…
ス
ト
か
ら
は
追
放
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し

た
。
そ
れ
を
恐
れ
る
人
々
の
間
で
は
、
改
宗
は
容
易
に
進
ま
な
か

っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
政
治
的
に
結
び

つ
き
、
改
宗
を
進
め
た
カ
ト
リ
ッ
ク
と
は
異

」
な
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
と
は
独
立
し
て
活
動
し

て
お
り
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
徹
底
反
対
の
姿
勢
は
、
「人
間
は
皆
平
等

で
あ
る
、

と

い
う
観
念
に
よ

っ
て
、
宗
教
の
均
衡
を
乱
し
、
社
会
秩
序
を
脅
か
す
だ
け
で

な
く
、
煽
動
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

・
イ
ン
ド
で
あ
れ
、
(東
イ
ン
ド
)

会
社
の
規
律
で
あ
れ
、
秩
序
と

『階
級
』
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
見
な
さ

れ
て
い
た

(閃
O『
「①ω
冖Φ
『
一Φ
刈
O"N心
)。
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
植
民
地
経
営
は
、
現
地

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
押
さ
え
よ
う
と
す
る
非
干
渉
政
策
で
あ
り
、
宣
教
師
が

改
宗
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
に
迫
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
知
識
人
で
あ
る
ブ
ラ
ー
マ
ン

と
衝
突
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
も
、

一
八

=
二
年
ま
で
は
、
宣
教
師
の
布
教

活
動
は
公
的
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(9)。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
宣
教
師
は
、
単
に
カ
ー
ス
ト
制
度
自
体
を
攻
撃

の
対

象
と
し
、
そ
の
廃
止
を
直
接
的
に
求
め
る
以
外
の
方
法
を
取
る
必
要
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
取
ら
れ
た
の
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
師
弟
を
イ
ギ
リ
ス
式

に
教
育
し
、
カ

ー
ス
ト
に
縛
ら
れ
な
い
価
値
観
を
彼
ら
に
植
え
付
け
る
、
と
い
う
方
法
で
あ

っ

た
。
そ
う
し
て
教
育
を
受
け
た
若
者
が
、
将
来
、
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
に
基

づ
い
て
イ
ン
ド
社
会
を
改
革
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
唱
道

者
と
し
て
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー

・
ダ
ブ

(≧
Φ×
穹
仙
興

U
⊆
包

が
挙
げ
ら
れ
る
。

ダ
ブ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
長
老
教
会
に
よ
り
イ
ン
ド
に
送
ら
れ
た
、
初
の

公
認
宣
教
師
で
あ
る
。

一
入
二
九
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
入
り
し
、
ほ
ど
な
く
、
英

「ヒ ン ドゥ ー教 」 へ の 「改宗 」217



語
に
よ
る
現
地
人
の
教
育
の
重
要
性
を
主
張
し
始
め
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

東
イ
ン
ド
会
社
の
政
策
は
、
現
地

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
方
向
性
を

取

っ
て
い
た
た
め
、
ダ

ブ
の
到
着
以
前
に
カ
ル
カ
ッ
タ
と
べ
ナ
レ
ス
で
設
立
さ

れ
た
大
学
で
は
、
英
語
で
は
な
く

、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
と
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ペ
ル

シ
ア
語
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ダ
ブ
は
、
イ
ン
ド
人
を
啓
蒙
す

る
た
め
に
は
、
英
語
を
媒
介
と
し
て
、
西
欧

の
文
学
、
科
学
、
キ
リ
ス
ト
教
神

学
を
教
え
る
の
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
た

(勺
鋤
けO】ρ
一㊤
bのω
"①
心
ーΦ
α)。

ま
た
彼
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
中
心

に
活
動
し
て
い
た
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣

教
師
と
同
様
に
カ
ー
ス
ト
制
度
に
批
判
的
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
式
教
育
を

「あ

る
時
点
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と

い
う

要
塞
の
真
下
で
爆
発
す
る
地
雷
」
、
つ
ま
り
、

ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
を
将
来
撲
滅
す
る
た
め
の
下
準
備
と
見
な
し
て
い
た

(勺
緯
o
⇒

お
ト。
ω
"q
c。
)。
キ
リ
ス
ト
教
が
学
校

で
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
反
発
を
感
じ
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
徒
は
、
ダ
ブ
と
こ
と
あ

る
ご
と
に
対
立
し
た
が
、
彼
は
信
念
を
曲
げ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
八
三
〇
年
七
月
に
は
英
語
教
育
を
中
心
に
据
え
た
学

校
が
開
設
さ
れ
た
。

ダ
ブ
の
試
み
は

一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
英
語
に

よ
る
教
育
制
度
の
本
格
的
導
入
を
真
剣
に
考
慮
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
は
、

東
イ
ン
ド
会
社
の
経
済
的
利
益
も
関
わ

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
本
国
か
ら
人
材

を
得
る
よ
り
も
、
英
語
を
操
る
現
地
人
を
雇
用
し
た
方
が
、
は
る
か
に
安
上
が

り
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
教
育
に
関
し
て
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
、

一
入
;

二
年

に
既
に
総
合
委
員
会
を
設
立
し
、
調
査
を
勧
め
て
い
た
。
し
か
し
、
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
イ
ン
ド
が
古
代

以
来
築
き
上
げ
て
き
た
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
を
基
礎
と
し
た
文
化
こ
そ
が
イ
ン
ド

に
は
適
切
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
た
め
、
予
算
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ン
ス
ク
リ

ッ

ー82

ト
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
よ
る
教
育
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ダ
ブ

の
成
功
後
、
イ
ギ
リ
ス
式
教
育
を
行
う
学
校
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
中
に
広
ま
り
、

イ
ギ
リ
ス
式
教
育
こ
そ
、
イ
ン
ド
人
の
開
化
に
つ
な
が
る
、
と
す
る
、
主
に
カ

ル
カ
ッ
タ
在
住
の
ア
ン
グ
リ
ニ
ス
ト
か
ら
の
圧
力
は
日
増
し
に
大
き
く
な
っ
て

い
っ
た
。
委
員
会
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
ア
ン
グ
リ
ニ
ス
ト

の
問
で
意
見

が
真

っ
二
つ
に
割
れ
た
。
そ
の
後
、

一
八
三
四
年
に
委
員
長
に
任
命
さ
れ
た
マ

コ
ー
リ
ー
が
、
「覚
え
書
き
」
で
、
イ
ギ
リ
ス
式
教
育
賛
成
の
意
を
示
す
に
至
り
、

一
八
三
五
年
三
月
に
、
イ
ン
ド
総
督
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ベ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
り
、

イ
ギ
リ
ス
式
教
育
の
導
入
が
決
議
さ
れ
た

(閲
P
けO
コ
一Φ
bのω
"Oo刈
1一〇
〇)。

こ
の
決
定
は
、
イ
ン
ド
が
そ
の
後
向
か
う
方
向
を
大
き
く
決
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
英
語
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
式
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
西
欧
が

「想
像
」

し
て
き
た
イ
ン
ド
観
を
、
イ
ン
ド
人
自
身
が
内
化
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
く
か

ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
人
に
と

っ
て
は
、
植
民
者
西
欧
は
、

一
方
で
イ
ン
ド
へ
の

侵
略
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代

へ
と
イ
ン
ド
を
導

い
て
い
く
た
め
の
参
照
枠

で
も
あ

っ
た
。
次
節
で
は
、
西
欧
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
ア
ン
ヴ
イ
ヴ
ァ
レ
ン
ス

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
改
革
運
動
の
中
で
い
か
に
現
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

3
.

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
社
会
宗
教
改

革
運
動

ー

ブ

ラ

フ
モ

・
サ

マ
ー
ジ
と

ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
ー

前
節

で
論

じ
た

よ

う

に
、

一
九

世
紀

半

ば

は
、

イ

ギ

リ

ス

政
府

、

オ

リ

エ

ン

タ

リ

ス
ト

、

キ

リ

ス
ト

教
宣

教

師

の
全

て
を

巻

き

込

ん

で

、

「
イ

ン
ド
」
、

「
ビ

ン



ド

ゥ

ー
」

観

が
形

成

さ

れ

た

時

代

で

あ

っ
た

。

政

府

の
非

干
渉

主

義

は
別

と

し

て
、
、

オ

リ

エ
ン
タ

リ

ス
ト

の

ロ

マ
ン
主

義

、
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
宣

教

師

の
カ
ー

ス
ト

制

度

廃

止

論

の

双
方

と
も

、
劣

者

で

あ

る
当

時

の
イ

ン

ド
を

啓

蒙

、

開

化

す

る

の
は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

で

あ

る

、
と

の
基

本
的

姿
勢

で

は
共

通

し

て

い
た

。

そ

れ

に
対

し

、

ヒ

ン
ド

ゥ

ー

側

か

ら

の
応

答

と

し

て
発

生

し

て
き

た

の
が

、

ベ

ン

ガ

ル
を

中
心

と

す

る

社
会

宗

教

改

革

運
動

で
あ

る

(藤

井

一
九
九

四
)。

ラ
ー

ム

・
モ

ー

ハ
ン

・
ロ
ー
イ

(知
po
ヨ

ζ
O
汀
9
づ
]刃
O
矯
)、
ダ

ヤ

ー

ナ

ン
ド

・
サ

ラ

ス

ワ

テ
ィ

ー

θ

翅

穹

穹

α
9
ω
9
鐔

ω
<
鋤
包

に
代
表

さ

れ

る

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
知

識

人

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

側

の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

、
特

に

カ

ー

ス

ト
批

判

を

越
え

た

と

こ

ろ

に

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教

を

再

生

さ
せ

よ
う

と

試

み

た

へ些
。

こ

こ

で
興

味

深

い

の

は

、

ラ

ー

ム

・
モ

ー

ハ
ン

・
ロ
ー
イ

が

、

イ

ギ

リ

ス
式

教
育

の
導

入
を

指

示

し
、

キ

リ

ス
ト

教

宣

教

師

の
主

張

を

自

己

の
思

想

に
取

り

込

む

こ
と

に
積

極

的

で
あ

っ
た

の

に
対

し

、

ダ

ヤ

ー

ナ

ン

ド

・
サ

ラ

ス

ワ

テ

ィ

…
は

、

キ

リ

ス
ト

教

を

西

欧

の
イ

ン
ド

へ
の
侵

略

と

し

、
宣

教

師

の

ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

批

判

に

つ
い

て
、
古

典

の
ヴ

ェ
ー
ダ

の
キ

リ

ス

ト
教

に
対

す

る
優

越

性

を

持

ち

出

し

、

激

し

く

反
論

し

た

点

で
あ

る

。

一
見

、

キ

リ

ス
ト

教

に
絶

対

反

対

の
主

張

を

し

て

い
る

よ
う

で
あ

る

が

、

ダ

ヤ

ー

ナ

ン

ド
が

設

立

し
た

ア

ー

リ

ヤ

・
サ

マ
ー

ジ

に
も

キ

リ

ス

ト

教

と

の
共

通

点

を

見

出

す

こ
と

が

で
き

る
。

そ

の
主

な

活

動

に
教

育

が

挙
げ

ら

れ

る
が

、
個

人

の
内

面

、

つ
ま

り

、

「私

」

の
領

域

で
変

革

を
起

こ
す

こ
と

が

、

社
会

改

革

に

つ
な

が

る
と

い
う

の
は

、

プ

ロ

テ

ス
タ

ン
ト

も

共

有

し

て

い
る
主

張

で

あ

る

。

以

下

の
議

論

で
は

、

ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ

、

ア
ー

リ

ヤ

・
サ

マ

ー

ジ

の
特

徴

を

、

そ

れ

ぞ

れ

の
創

設

者

で
あ

る

ラ
ー

ム

・
モ
ー

ハ

ン

・
ロ
ー
イ

と

ダ

ヤ

…

ナ

ン
ド

の
思

想

に
留

意

し

な

が

ら

分

析

し

、
彼

ら

が
構

築

し
た

「
イ

ン
ド

」
、

「
ヒ

ン
ド

ゥ
i
」

像

が

、

西
欧

が

「想

像

」

し

た

イ

メ

ー

ジ

を

い
か

に

反

映

し

、

そ

の
中

で
、

キ

リ

ス
ト

教

の
影

響

が

ど

の

よ
う

に

見

て
取

れ

る

か

、

ま

た

、

キ

リ

ス
ト
教

と

「
ヒ

ン

ド

ゥ

i
教

」

が

ど

の

よ
う

な

関

係

に
置

か

れ

た

の
か

を
明

ら

か

に
し

た

い
と

考

え
る
。

リ

ラ

ー

ム

・
モ

ー

ハ

ン

・
ロ

ー

イ

と

ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ

(
ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー
ジ

を

設

立

し

た

ラ
ー

ム

・
モ
ー

ハ

ン

・
ロ
ー

イ

は

、

一

七

七

四
年

に

ベ

ン
ガ

ル

の
敬

虔

な

ブ

ラ

ー

マ
ン

の
家

に
生

ま

れ

た

(、
ご

バ

ト

ナ

の
大

学

で

ム

ス
リ

ム
教

師

の
多

大

な

影

響

を

受

け

た

の
ち

、

ベ

ナ

レ

ス
、

チ

ベ

ッ
ト
等

を

巡

っ
て

ヒ

ン
ド

ゥ

ー
古

典

の
ヴ

ェ
ー

ダ

を

高

名

な

ブ

ラ
ー

マ
ン
か

ら

習

得

す

る

に
止

ま

ら
ず

、

仏

教

の
知

識

も

自

分

の
も

の
と

し

た

と

い
う

。

そ

の

後

、

一
八

〇

四
年

か

ら
十

年

間

東

イ

ン
ド

会

社

に
勤

め

、

英

語

を

習

得

し

た

後

に
、
社

会

改
革

運

動

を
始

め

る

こ
と

に
な

っ
た

(】U
一一一コ
ゆq
ω
け
O
⇒

一
Φ
O
一
"心
恥
ー蒔
co
)。

ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー
ジ

の
設

立

は

、

一
八

二

八

年

で
あ

る

。

死

ん

だ

夫

の
火

葬

の

薪

に
妻

が

身
を

投

げ

、

焼

け

死

ぬ

こ
と

を
奨

励

す

る

サ

テ
ィ

ー

の
廃

止

を

訴
え

、

幼
児

婚

、
偶

像

崇

拝

に
反

対

し

た

。

ま

た

、

イ

ギ

リ

ス
式

教
育

の
導

入

に
関

し

て
は

、

ア

レ

ク
ザ

ン
ダ

i

・
ダ

ブ

の
学
校

開

設

の
際

に
場

所

を

提

供

し

て
彼

を

バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

し
た

り

、

総
督

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
知

識

の
普

及

を
養

成

す

る

請

願
書

を

送

る
な

ど

全

面
的

に
賛
成

し

た

(℃
9
け
O
P

一
り
ト⊃
ω
"Φ
ω
ーO
心
)。

ラ

ー

ム

・
モ

ー

ハ
ン

・
ロ
ー

イ

に

よ

れ
ば

、

宗

教

的

真

理

は

、

全

て

の
人

間

に

開

か
れ

て
お

り

、

ブ

ラ
ー

マ

ン

の
宗

教

的
知

識

の
独
占

を

許

す
当

時

の

ヒ

ン

ド

ゥ

i
教

は

、

彼

の
批

判

の
対

象

で
あ

っ
た
。

こ

れ

は
、

キ

リ

ス
ト

教

宣

教
師

と

同

様

の
主

張

で
あ

る

。
古

典

ヴ

ェ
ー

ダ

の

一
部

で
あ

る

ウ

パ

ニ
シ

ャ

ッ
ド

に

「ヒ ン ドゥー教 」 へ の 「改宗 」219



描
か
れ
て
い
る
唯

一
神
は
、
カ
ー
ス
ト
の
区
別
、
貧
富
の
差
に
関
係
な
く
、
全

て
の
生
き
物
に
惜
し
み
な
く
慈
悲
を
与
え
る
存
在
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
彼
の

こ
の
唯

一
神
に
関
す
る
思
想
は
、
多
神
教
を
排
す
る
意
味
合

い
が
強

い
が
、
キ

リ
ス
ト
教
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
。
実
際
、
彼
は
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル

・
ミ

.ッ
シ
ョ
ン
の
面
々
と
度

々
意
見
を
交
換
し
、
教
会

で
の
礼
拝
に
も
参
加
す
る
こ

と
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
既
に

一
八
二
〇
年
に
は
、
主
に
共
観
福
音
書

(
マ
タ
イ

伝
、
マ
ル
コ
伝
、
ル
カ
伝
)
か
ら

の
抜
粋
を
、
『イ
エ
ス
の
訓
戒
、
平
和
と
幸
福

へ
の
導
き
』
の
題
名
で
出
版
し
て
い
た

(い
一一ぎ
oq
ω8
づ
お
O
一"ミ
)。

こ
の
よ
う
に
彼

の
足
跡
を
た
ど

る
と
、
そ
の
思
想
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

の

「イ
ン
ド
」
、
「ヒ
ン
ド
ゥ
i
」
観
を
取
り
込
み
、
そ
の
枠
内
だ
け
で
展
開
さ
れ
た

よ
う
に
見
え
る
。
確
か
に
彼
は
宣
教
師
と
同
様
に
偶
像
崇
拝
、
カ
ー
ス
ト
制
度

を
批
判
し
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
を
キ
リ
ス
ト
教

に
完
全
に
基
づ
い
て
、
カ
ー
ス
ト
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
近
代
的
宗
教
に
変

革
し
よ
う
と
試
み
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
彼
は
全
面
的
に
カ
ー
ス
ト
を
悪
と
し

た
訳
で
は
な
く
、
カ
ー
ス
ト
が
愛
国
心
の
発
展
と
新
た
な
職
業

へ
の
就
業
機
会

を
妨
げ
て
い
る
と
批
判
し
た
も
の
の
、
「社
会
悪
」
と

い
う
言
葉
が
彼
の
口
か
ら

発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

カ
ー
ス
ト
制
度
は
不
変
で
は
な
く
、
必
要
と

さ
れ
れ
ば
状
況
に
応
じ
て
変
化
す

る
柔
軟
性
の
あ
る
も
の
だ
と
彼
は
考
え
て
い

た
の
で
あ
る
。
宣
教
師
は
彼
の
こ
の
姿
勢
を
、
自
分
の
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
特
権
を

失
う
の
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
と
非
難
し
た

(閃
○
『『
Φω
けΦ
「
一
り
刈Φ
"一
α刈
)。
ま
た
、

リ
リ
ン
グ
ス
ト
ン
は
、
ラ
ー
ム

・
モ
ー
ハ
ン

・
ロ
ー
イ
が
キ
リ
ス
ト
教
を
単
に

哲
学
的
な
知
識
の
総
体
と
し
て
捉
え
、
信
仰
の
土
台
で
は
な
く
、
上
部
構
造
と

し
て
扱

っ
た
と
批
判
的
に
評
価
し
て
い
る

(】じ罅
一口
oqω
け0
5
一Φ
O
一冖Φ
F
ー①α
)。

一
八

三

〇
年

に

ラ

ー

ム

・
モ
ー

ハ
ン

・
ロ
ー

イ

は

イ

ン
ド

を

離

れ

、

イ

ギ

リ

202

ス

へ
向

か
う

。

二
年

半

を

過

ご

し

た
後

、

一
八
三

三
年

九

月

二
七

日

に
世

を

去

つ
た

。

そ

の
後

デ

ー

ベ

ン
ド

ラ

ナ

ー
ト

・
タ

ゴ

ー

ル
が

サ

マ
ー
ジ

を

継

承

し

た

が

、

そ

の

一
方

で

、

ケ

ー

シ

ャ
ブ

・
チ

ャ

ン
ド

ラ

・
セ

ー

ン
が

主

導

す

る
グ

ル

ー
プ

と
対

立

す

る
よ

う

に

な
り

、

一
八
六

六

年

に
分

裂

が
起

こ

っ
た

。

.
ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ

は
、

一
連

の
社

会

宗

教

改

革

運

動

の
嚆

矢

で
あ

る

せ

い
か
、

キ

リ

ス
ト

教
宣

教
師

に
代

表

さ

れ

る

西

欧

の

「
イ

ン
ド

」
、

「
ヒ

ン
ド

ゥ

ー
」

観

に

、

一
部

自

己

を

同

一
化

さ

せ

る

こ

と

で
、

改

革

を

行

お

う

と

し

た

。

し

か
し

、
次

に
見

る

よ
う

に
、

そ

の
後

に
出

現
す

る

ア
」

リ

ヤ

・
サ

マ
ー
ジ

は

、

ブ

ラ

フ

モ

・
サ

マ
ー

ジ

か

ら

一
歩
進

ん

で
、

「
キ
リ

ス
ト

教
」

を

イ

ン
ド

を

侵

略

す

る
西

欧

の
象

徴

と

し

て
構

築
す

る

こ
と

に

よ
り

、

ヒ

ン

ド

ゥ
i
教

を

再

生

さ

せ

よ
う

と
す

る
。

勾

ダ

ヤ

ー

ナ

ン

ド

・
サ
ラ

ス

ワ
テ

ィ
ー
と

ア

ー
リ

ヤ

・
サ

マ
ー

ジ

⑫

(
ダ

ヤ

ー

ナ

ン
ド

・
サ

ラ

ス

ワ
テ

ィ

ー

は
、

ラ

ー

ム

・
モ

ー

ハ
ン

・
ロ
ー
イ

と

同
様

に

ブ

ラ

ー

マ
ン
出

身

で
あ

り

、

一
八

二

四
年

に

グ

ジ

ャ

ラ
:

ト

の
藩

王

国

に

生
ま

れ

た
。

彼

が

宗

教

活

動

を

本

格

化

さ

せ

る

の
は

一
八

六

九

年

か

ら

で
あ

り

、

一
八

七

四
年

に
は

、

教

派

の
教

典

と

な

る

『
サ

ッ

テ
ィ

ヤ

ー

ル
ト

・
プ

ラ

カ

ー

シ

ュ
』

を

発

行

し

た

。

そ

し

て
翌

一
八

七

五

年

に

ラ
ー

ジ

コ
ー

ト

、

ア

フ

マ
ダ

ー

バ
ー

ド
、

ボ

ン
ベ
イ

に
お

い
て

ア
ー

リ

ヤ

・
サ

マ
ー
ジ

が

結

成

さ
れ

た

。

ア
ー

リ
ヤ

・
サ

マ
ー

ジ

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
は
、
「
ヴ

ェ
ー
ダ

に
帰

れ
」

で
あ

っ
た

。

ダ

ヤ

ー

ナ

ン
ド

に
よ

れ

ば

、
当

時

の
イ

ン
ド
社

会

、

ヒ

ン
ド

ゥ

i
教

の
状

況

は

、

堕

落

以

外

の
何
者

で
も

な

く

、

特

に
イ

ス

ラ

ム
教

と

キ

リ

ス
ト

教

が

、

そ

の
原



因
と
し
て
糾
弾
さ
れ
た

(藤
井

一
九
九
四

"
三
八
)
。
多
数
の
神
に
対
す
る
信

仰
、
偶
像
崇
拝
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
が
権
威
を
握
り
、
生
ま
れ
で
全
て
が
決
定
さ
れ

る
カ
ー
ス
ト
制
度

蠶
、
動
物
供
儀

の
全
て
が
、
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
の
堕
落
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
廃
す
る
こ
と
で
、
始
源

の
姿
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
引
き
戻
す
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
双
方
が
、
ダ
ヤ
ー
ナ
ン

ド
の
批
判
の
対
象
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
彼
と
そ

の
後

の
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
が
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
っ
た
か
を
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ド
は
、
ラ
ー
ム

・
モ
ー
ハ
ン

・
ロ
ー
イ
と
は

一

線
を
画
し
、
彼

の
設
立
し
た
ブ
ラ
フ
マ

・
サ

マ
ー
ジ
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

を
強
く
受
け
す
ぎ

て
い
る
と
批
判
し
た
。
ヴ

ェ
ー
ダ
に
基
づ
く
宗
教
こ
そ
が
、

他
宗
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
に
に
勝
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

の
が
彼
の
主
張

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼

に
と

っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

参
照
枠
で
あ

っ
た
。
そ
の
影
響
を
廃
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
を
再
生
さ
せ
る
の
が
、

ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ド
の
狙

い
で
あ

っ
た
。

だ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の

宗
教
観
は
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ
マ
ー
ジ

の
教
義
と
活
動
に
大
き
な
刻
印
を
残
す
こ

と
に
な
り
、
近
代
的
宗
教
、
つ
ま
り

、
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
に
言
え
ば
、
教
義
を
持

ち
、
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
の

一
つ
へ
と

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

神
学
的
に
は
、
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ド
は
、
神
は
唯

一
至
高
の
も
の
で
、
他
に
は
ラ

イ
ヴ
ァ
ル
も
何
も
存
在
す
る
余
地
は
な

い
、
と
説

い
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト

教
が
説
く
悪
魔
に
つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
と
否
定
し
た
(<
oσ
一Φ
一㊤
Q◎もQ
冖bO
①)。
本

質
は
、
神
と
魂
と
自
然
の
三
者
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
永
遠
に
存
在
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
「ヴ

ェ
ー
ダ
に
帰
れ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

古
典
の
ヴ

ェ
ー
ダ
に
よ
り
啓
示
は
与
え
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ー
デ
ン
ス
は
、
こ
の
全

て
を
ヴ

ェ
ー
ダ
の
書
に
帰
す
る
考
え
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
通
じ
る
、
と
論

じ
て
い
る
q
o
「島
Φ
口
ω
一㊤
Q。
一)。

ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ド
の
教
義
の
実
践
面
で
の
特
徴
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教

へ
の

改
宗
者
を

「浄
化
」
(ω7
⊆
&
『
一)の
儀
式
に
よ
り
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
に
再
改
宗
さ
せ
る

こ
と
と
、
教
育

の
重
要
視
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
活
動
の
結
果
、

一
九
世
紀
に
な

っ
て
、
各
地
で

ハ
リ
ジ
ャ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
集
団
改
宗
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
当
時
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
知
識
人
に
と

っ
て
キ
リ
ス
ト
教

は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
を
取
り
込
み
、
西
欧
化
す
る
脅
威
、
つ
ま
り
、
侵
略
の

象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
の

実
践
の
二
点
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
、
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
緒
観
念
を
色

濃
く
反
映
し
て
い
る
。

ま
ず
、
再
改
宗
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「改
宗
」
は
、

ヘ
フ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、

「知
的

一
貫
性
と
道
徳
的
厳
密
さ
」
を
併
せ
持

っ
た
世
界
宗
教
に
特
徴
的
な
概
念

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た

(H山Φ齢P
Φ同
一㊤
Qω
"①
)。
あ
る
宗
教
か
ら
別
の
宗
教
に
移

行
し
、
個
人
が
変
化
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
宗
教
間
に
明
確
な
境
界
を
引

く
と
い
う
こ
と
な
し
に
浮
か
ん
で
こ
な

い
。
よ

っ
て
、
再
改
宗
を
推
進
す
る
こ

と
は
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」
と

「キ
リ
ス
ト
教
」
を
そ
れ
ぞ
れ
対
立
す
る
実
体
と

、

し
て
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ

ェ
ー
ダ
を
参
照

枠
と
す
る
復
古
主
義
自
体
が
、
「ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」
と
は
何
か
を
本
質
化
す
る
動

き
で
あ
る
が
、
宗
教
を
変
更
す
る

「改
宗
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
、
「キ
リ
ス

「ヒ ン ド ゥー教 」 へ の 「改 宗」221



ト
教
」
と

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
が
更
に
は

っ
き
り
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
把

握
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う

一
点
の
教
育

の
重
要
視
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー

・
ダ
ブ
に
代

表
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
結
び

つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
知
識
に
基
づ

い
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
、
ま
た
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
各

地
で
活
動
し
て
い
た
他
の
宣
教
師
達
も
主
に
教
育
施
設
を
通
し
て
改
宗
者
を
増

や
し
て
い
っ
た
こ
と
に
対
す
る
反
発
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、
こ
の
点
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
対
立
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
見
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
価
値
観

を
取
り
込
む
と

い
う
複
雑
な
態
度
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
入
世
紀
末
に
活
動
を
開
始
し
、

一
九
世
紀
に
な

っ
て
世

界
各
地
に
赴

い
て
い
っ
た
新
た
に
、
宣
教
に
重
点
を
お
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
は
、
政
治
や
権
力
の
領
域
外
、
つ
ま
り
、
教
育
や
個
人
的
説
教
で
個
人
の

内
面
を
変
革
す
る
こ
と
が
、
社
会
改
革
に
結
び
つ
く
と
い
う
前
提
に
立

っ
て
い

た
。
ヴ

ァ
ン

・
ロ
ー
デ
ン
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
宣
教
活
動
を
開
始

し
た
時
期
は
、
個
人
の

「私
」
(O
ユ
く
讐
Φ)
と
社
会
の

「公
」
(宴
σ
一一〇
)
の
領
域

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
時
期
と
重
な
る
と

い
う

(<
雪

即
o
o
9
Φ
ロ
一り
Φ
①)。
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
は
、
大
衆

へ
の
教
育
の
普
及
、

つ
ま
り
、
個
人
の
意
識
の
変
革
が
、

ハ
リ
ジ
ャ
ン
に
代
表
さ
れ
る
社
会
問
題
の

解
決
に

つ
な
が
る
と
強
く
主
張
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣

教
師
と
同
様
の

「私
」
領
域
が

「
公
」
領
域
か
ら
独
立
し
つ
つ
も
、
緊
密
な
関

係
を
も

つ
と

い
う
考

え
が
見
て
取
れ
る
。

ブ
ラ
フ
モ

・
サ

マ
ー
ジ
が
、
キ

リ
ス
ト
教
宣
教
師
の

「イ
ン
ド
」
、
「ヒ
ン
ド

ゥ
i
」
観
に
自
己
を
同
調
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
宗
教
改
革
を
行
お
う
と

し
た
の
に
対
し
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
は
、
宣
教
師
の
説
く
キ
リ
ス
ト
教
の

主
張
は
間
違

い
で
あ
る
と
し
た
。
後
者
は
、
宣
教
師
の
み
な
ら
ず
、
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ス
ト
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
る

「イ
ン
ド
」、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
」
観
と
は
異

な
る
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
本
質
主
義
的

「イ
ン
ド
」、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
i
」
を
見
出
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
と
も
に

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
を
構
築
す
る
た
め
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
参
照
枠
と
さ
れ
た
。

一

見
、
ブ
ラ
フ
モ

・
サ
マ
ー
ジ
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
の
両
者
が
取

っ
た
道
筋

は
正
反
対
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
ρ
し
か
し
、
「他
者
」
と
の
関
係
で
自
己
を

規
定
す
る
と
い
う
意
味
で
は
根
本
的
に
同

一
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
前
者
は
、
永
渕
が
バ
リ
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
事
例
で
示
し
た
よ

う
に
、
「他
者
に
よ
る
表
象
を
自
己
表
象
と
し
て
客
体
化
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、

改
革
を
行
お
う
と
し
た

(永
渕

一
九
九
七

"
二
三
三
-

二
三
四
)。
後
者
は
、

そ
こ
か
ら

一
歩
進
ん
で
、
「自
己
を
表
象
す
る
他
者
を
、
表
象
し
返
す
こ
と
に
よ

り
、
自
己
を
表
象
す
る
」
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
は
、
青
木
が

「オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
対
し
て
提
示
し
た

「正
」

と

「負
」
の

「オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
も
重
な
り
合
う
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

西
欧
の
近
代
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
語
る
こ
と

(こ
れ
に
は
、

西
欧
の
近
代
を
参
照
し
て
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
批
判
す
る
、
と

い
う
行
為
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
)
と
そ
れ
と
は
反
対
に
、
逆

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し

て
、
西
欧
を
負
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
る
こ
と
で
あ
る
(青
木

一
九
九
八

"
二

一
ニ
ー

二
二

一
)。
後
者
は
、
負
の
西
欧
に
優
越
す
る
東
洋
の
イ
メ
ー
ジ
を
往

々
に
し
て

造
り
上
げ
、
本
質
主
義
化

へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
.ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ

の
事
例
も
、
西
欧
、
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
古
典
ヴ

ェ
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ー
ダ
と

い
う

「伝
統
」

へ
と
向
か

っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に
、
こ
の
現
象

に
は
、
西
欧
＼東
洋
の
二
律
背
反
性

で
語
り
き
れ
な
い
部
分
も
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ー
リ
ヤ

・
サ
マ
ー
ジ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
し

つ
つ
も
、
「改
宗
」
や
教
育
と

い
っ
た
面
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
に
多
く
を
負

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
伝
統
」
に

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
の
本
質
を
見

出
す
と

い
う
行
為
に
し
て
も
、
伝
統

/
近
代
と
い
う
区
分
自
体
が
、
キ
リ
ス
ト

教
の
背
後
に
あ
る
西
欧
的
な
考
え

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
独
立
以
後
に
徐
々
に
力

を
増
し
て
く
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
の
言
説
と
も
結
び

つ
い
て
く
る

(<
穹

α
奠
く
Φ興

一㊤
逡
藪
一トQ
-一
Q。)。

4

結
び
に
か
え
て

一
九
九

入
年

三
月
、
総
選
挙

の
結
果
、
イ

ン
ド
に
お

い
て
、
B
J
P

(切
げ
9
N四
け一矯
9
旨9
口
9
け90
℃
90Nけ《
)
が
政
権
を
取
り
、
総
裁
で
あ
る
ア
タ
ル

・
ベ
ハ

リ

・
バ
ジ
パ
イ

(〉
け巴

bd
Φ
冨
二
く
包
弓
碧
①
Φ)
が
首
相
の
座
に
就
任
し
た
。
B
J

P
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
i
至
上
主
義
を
掲
げ
る
政
党
で
あ
り
、

一
九
九
二
年
に
ア
ヨ

ー
デ
イ
ヤ
で
起
こ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教

の
モ
ス
ク
破
壊
事
件
に
も
深
く
関
与
し
て

い
る
。
必
然
的
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

に
対
す
る
対
応
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

イ
ン
ド
は
、
五
月
に

一
九
七
四
年
以
来
二
四
年
ぶ
り
に
計
三
回
の
地
下
核
実
験

を
行
い
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
追
随
し
た
。
各
種
報
道
に
お

い
て
、

一
連
の
出
来
事

は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
対
イ
ス
ラ
ム
教
と

い
う
宗
教
対
立
に
端
を
発
す
る
、
と
の

分
析
が
大
勢
を
占
め
た
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
れ
は

一
九
四
八
年
の
イ
ン
ド
、

西
パ
キ
ス
タ
ン
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
離
独
立
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
率
い
る
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
徒
と
ジ
ン
ナ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
た
イ
ス
ラ
ム
同
盟
の
独
立
を
め
ぐ
る
す
れ
違

い
が
、
ヒ
ン
ド

ゥ
i
教
徒
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
に
と

っ
て
、
お
互
い
が
敵
で
あ
る
、
と

い
う
現
代
の
対
立
の
発
端

と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
図
式
が
果
た
し
て

成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
イ

ス
ラ
ム
教
徒
の
国
で
あ
り
、
宗
教
対
立
が
全
て
の
原
因
で
あ
る
、
と

い
う
見
解

は
、
「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
や

「イ
ス
ラ
ム
教
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
歴
史
的

に
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
き
た
か
を
見
落
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
、
宗
教
対
立
が
本
質
的
に

存
在
す
る
と
い
う
言
説
の
存
在
は
植
民
地
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う

こ
と
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
」
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
の
本

質
主
義
化
に
関
わ

っ
て
い
る
と
い
・伍
こ
と
の
二
点
で
あ

っ
た

(、)。
キ
リ
ス
ト
教

の
福
音
を
説
き
、
改
宗
を
進
め
た
宣
教
師
の
活
動
は
、
ア
フ
リ
カ
や
メ
ラ
ネ
シ

ア
等

の
他
地
域
と
比
較
し
た
場
合
、
イ
ン
ド
で
は
大
幅
な
改
宗
と
い
う
形
で
は

現
れ
な
か

っ
た
も
の
の
、

一
九
世
紀
半
ば
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
改
革
運
動
と
い

う
形
で
現
地
の
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
。
始
め
に
引
い
た
ヴ
ァ
ン

・
デ
ア

・
ヴ

ィ
ー
ア
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
、
近
代
的

「ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
」

へ
の
転
換
に
果
た
し
た
役
割
は
、
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
が
、
現
代
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
対
イ
ス
ラ

ム
教
と
い
う
対
立
の
全
て
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
だ
が
、

独
立
以
後
の

「ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
は
誰
か
」
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
は
何
か
」
の
問
い

は
、
ム
ス
リ
ム
と
の
対
立
を
強
調
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義

の
団
体
R
S
S

(詔

ω耳
身

9
ω
蓁

旨
§
器
く
肄

ω
9鴣
7
)や
V
H
P
(≦
ωプ
く
餌
霞
a

⊆
勺
彎
δ
冨
位
)
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の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
に
色
濃
く
示
さ
れ
て
い
る

(螂
〕。
マ
ダ
ン
(ζ
器
穹

一
り箋

…

b。
一①
山
b。
刈)
も
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
①
信
仰
が
堕
落

し
、
宗
教
的
実
践
が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
社
会
に
悪
弊
が
広
が

っ
て
い
る
と
の

認
識
②
宗
教

の
再
構
築
と
社
会
改
革

へ
の
努
力
③
古
典
に
あ
る
、
清
浄
な
始
源

の
状
態
に
戻
る
こ
と

へ
の
強
調
④

権
力

へ
の
志
向
と
ま
と
め
ら
れ
、
④
を
除

い

て
は
、
ブ
ラ
フ
モ

・
サ

マ
ー
ジ
、

ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
重
な

っ
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
間
接
的
に

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
」
、
「
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
」

の
本
質
主
義
化
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
刻
印
は
、
現
代
の
問
題
に

ま
で
も
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
世
界
各
地
で
布
教

さ
れ
る
と
同
時
に
、
西
欧
近
代

へ
と
人
々
を
転
換

(OO
昌
く
①二
)
さ
せ
る

一
翼
を

に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
イ
ン
ド
の
事
例
の
よ
う
に
、
現
代

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
問
題
と
間
接
的
に
つ
な
が
る
事
例
も
多
い
。
だ
が
、
キ

リ
ス
ト
教
布
教
に
対
す
る
現
地
の
反
応
は

一
様
で
は
な
く
、
文
化
的
背
景
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
。
そ
れ
を
歴
史
的
に
紐
解
き
、
比
較
す
る
作
業
が
こ
れ

か
ら
は
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

丁 注
)

 

(2
)

'

本
論

で
は
、

「
ヒ
ン
ド
ゥ
i
」

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
を
分
け

て
用

い
て
い
る
が
、

「
ヒ
ン
ド
ゥ
…
」

に
は
、
広

い
意

味
で

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
的
慣
習
を
行

っ
て

い
る
と
さ

れ
る

「
ト
ラ
イ

ブ
」

等

の
カ

テ
ゴ

リ
ー
も
含

め
て
考
え

て

い
る
。

ま
た
、

「
ヒ
ン
ド

ゥ
i
教
」

と

い

っ
た
場
合

、
本
論

最
終
部

で
述

べ
る
本
質
化

の
問
題
を
意
識

し
て
い
る
。

「不

可
触

民
」

(鴨.¢
コ
叶O
仁
O
げ
口
σ
一㊦
=)
と

い
う

言
葉
が
そ

の
当
該
カ

テ
ゴ
リ
ー

(3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

に
属
す

る
人

々
を
示
す
も

の
と

し
て
適
当

で
あ
る
か

に

つ
い
て
は
論
争

が
あ

242

る
。

同
種

の
用

語

と

し

て
は

、

「
抑

圧

さ

れ

た
階

級

」

(
..0
8

話

ω
ω
Φ
侮

Ω
器
ω
①
ω
、.)
、

「指
定
力
ー

ス
ト
」

(甑、OQ
O
げ
Φ
9
¢
一①
住
O
①
ω
佇Φ
ω
噂-)

が
あ

る
。
前
者

は
、

イ
ギ
リ

ス
統
治

時
代

に
使
用
さ

れ
、
後

者
は
、

一
九

三
五
年

統
治
法

に

お

い
て
選
挙

用

に
創
造
さ
れ
た
。
ま

た
、
最
近

の
イ

ン
ド

国
内

の
メ
デ
ィ
ア

で
は

「ダ
リ
ト
」

("、H)P◎
に
け..)
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
の

「
ダ
リ
ト
」

と

い
う

言
葉

は
、
不
可
触
民
と
さ
れ

る
人
々
が
政
治

運
動

の
中

で
自

分
た
ち
を
指
す

用
語
と
し

て
用

い
始

め
た
も

の
で
、
「抑

圧
さ
れ
た
者
」
と

い
う

意
味
で
あ

る
。

本
論

で
は
、

ガ
ン
デ

ィ
ー
が
用

い
た

「
ハ
リ
ジ

ャ

ン
」

(
「
神

の
子
」

の
意

)

の
用
語
を
、
問
題
が
最
も
少
な

い
と

い
う
理
由

で
使
用
す

る
。

一
九
九

二
年

=

一月
、
ウ

ッ
タ

ル

・
プ

ラ
デ
ー
シ

ュ
州

の
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
で
、

イ
ス
ラ
ム

の
モ
ス
ク
を

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
者
が
破
壊

す
る
事
件

が
起

こ

っ
た
。

こ
の
ア
ヨ
ー
デ

ィ
ヤ
は
、
『
ラ
ー

マ
ー
ヤ
ナ
』
の
主
人
公
で

ヒ
ン
ド

ゥ

ー
教

徒

の
理
想

の
王
、

ラ
ー

マ
の
生
誕
地
で
あ

る
と

言
わ
れ

て
い
る
。

問
題

の
モ

ス
ク
は
、

一
六
世
紀

に
ム
ガ
ル
帝
国
初
代
皇
帝

バ
ー
ブ

ル
配

下
の
将
軍

が
、

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
寺
院
を
破

壊
し

て
建

て
た
も

の
で
あ

る
と

い
う
伝

承
が

あ

っ
た
。

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
至
上
主

義
者
は
、

ヒ
ン
ド

ゥ
i
教
徒
が

モ
ス
ク
内

で

礼
拝
を
行
う
権
利
を
以
前

か
ら
主
張
し

て
お
り
、

イ

ス
ラ

ム
教
徒
と

の
衝
突

が
た
び
た
び
起

こ

っ
て

い
た
。
詳
し
く
は
、
田
中

(
一
九
九
五
)
、
ヴ

ァ
ン

・

デ
ア

・
ヴ
ィ
ー
ア

(<
穹

α
興

く
Φ
興

一
り
逡
σ
し

を
参

照
。

フ
ォ
レ

ス
タ
ー

(勾
Q
「
「
①
ω
冖Φ
鬥
一
Φ
刈
㊤
)
に
よ
る
キ

リ
ス
ト
教

と
カ
ー

ス
ト

の

歴
史
的
研
究
は

、
双
方

の
関
係
を
詳
細

に
追

っ
て
お
り
、
例
外

で
あ

る
ど
考

え
ら
れ
る
。

カ
ト
リ

ッ
ク
宣
教
師

の

「
ヒ

ン
ド

ゥ
i
」
観

に

つ
い
て
は
別
稿

に
ゆ
ず
る
と

し

て
、
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な

い
。

一
八
世
紀
末

か
ら
、

「保
守
派
」
対

「福
音

王
義
派
」
、

「保
守
派
」
対

「急
進

派
」

の
問

で
は

、
イ

ン
ド
に
対
す
る
宗
教

11
社
会

政
策

に
関
す

る
議

論
が
断

続
的

に
展
開
さ

れ
た
。

こ
れ
は
、

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
の
慣
習
を
変
化

さ
せ
る
恐
れ



(
7
)

の
あ

る
宣
教
師
増
員
案
を
巡

っ
て
始
ま

っ
た
。
(重
松

一
九
八
八
)参

照
。

ツ
ィ
ー
ゲ

ン
バ
ル
グ
以
前

に
、

オ
リ

エ
ン
タ

リ
ス
ト
的
見
解

で
、

ヒ
ン
ド

ゥ

ー
を
捉

え
た
人
物

に
バ
ル
デ
ウ
ス

(ゆ
9ρ
一α
靉
①
⊆
ω
)
が

い
る
。
彼
は
、
南
イ

ン

ド
と

セ
イ

ロ
ン

(ス
リ

ラ
ン
カ
)

の
オ
ラ

ン
ダ
人
居
住
地

で
牧
師

と
し

て
の

仕
事
を

行

っ
て

い
た

が
、
そ

の
地

の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー

の
慣
習

に

つ
い
て
百
科
事

典
的

な
膨
大
な
記
述
を

書
き
残

し
た
。

彼

の
仕
事

の
大
半

は
、

ツ
ィ
ー
ゲ

ン

バ
ル
グ
と
同
様

に
ブ
ラ
ー

マ
ン
の
イ

ン
フ

オ
ピ

マ
ン
ト
に
負

っ
て

い
る
と
言

わ

れ
て

い
る
。
し

か
し
、
ゲ

ン
シ
ヒ

ェ
ン

の
指
摘

に
よ
れ
ば

、
バ
ル
デ
ウ

ス

は
、

イ

エ
ズ

ス
会
士

ジ

ャ
コ
ポ

・
フ

ェ
ニ
シ
オ

(冒

0
8

0
「
①
艮
9
0
)
が
ポ

ル
ト
ガ

ル
語

で
書

い
た
資

料
か
ら

ほ
ぼ
全

て
を
取
り
出
し

て
き

て
お
り
、
そ

の
信
憑

性

に
は
疑
念

の
余

地
が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
(O
Φ
謬

o
す
8

一㊤
。。
①
)
を
参
照
。

(8
)
自
由
主
義

と
は
、
伝
統

的
権

威

に
し
ば

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
宗
教

的
探
求

を

行
う
宗
教

思
想

の
形
態

で
あ

り
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
思
想

に
大
き

な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。

(↓
7
Φ
Z
①
≦

国
5
0
饗
δ
ロ
Φ
α
す

切
村
詳
畧

巳
8

<
♀

じ

ウ
①
Φ
ω
を

参
照
。
)
こ

こ
で
言
う
自
由
主
義
と
は
、

ア
メ
リ
カ

の
独
立
、

フ
ラ

ン
ス
革

命

に
影
響
を
受

け
、
個
人

の
経

験
に
重
点
を
置

く
、

一
八
世
紀
末
か

ら

一
九
世

紀
に
か
け

て
の
潮
流
を
指

す
と
考
え
ら

れ
る
。

(9
)
宣
教
師
は

、
当

初
、

カ
ー
ス
ト
制
度

の
上
位

に
位

置
す
る
ブ

ラ
ー

マ
ン
の
改

宗
を
試

み
た
が
、
他
宗
教

に
改

宗
す

る
こ
と

で
、
家
族
や
友
人

・
知
人
と

の

つ
な
が
り

が
絶

た
れ
、

カ
ー

ス
ト
か
ら
追
放

さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

る
人

々
の

間

で
は
、
改
宗

は
な
か
な
か
受

け
入
れ
ら
れ

な
か

っ
た
。

一
方
、
社
会

の
最

底
辺

に
位
置

づ
け
ら
れ

て
き

た

ハ
リ
ジ

ャ
ン
の
問
で
は
、
カ
ー

ス
ト
単
位

の

集

団
改
宗

が
各

地
で
起

こ

っ
た
。

カ
ー

ス
ト
制
度

に
対
し

て
強
硬
な
姿
勢
を

崩
さ
な
か

っ
た
宣
教
師
た
ち

で
あ

っ
た
が
、
上
位

力
ー
ス
ト
か
ら

の
改
宗
者

が
な
か
な

か
得

ら
れ
な

い
こ
と
を

理
解
す
る
よ
う

に
な
り
、

ハ
リ
ジ

ャ
ン
の

集

団
改
宗
を
容

認
せ
ざ

る
を
え

な
く
な

っ
た
。

一
九

世
紀
末

に
は
、
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

の
年
次

総
会

で
、

カ
ー
ス
ト
単
位

の
改
宗
を

認
め
る
決
議
が
な
さ

れ
た
。

カ
ー

ス
ト
か
ら

の
追
放

と
そ

の
権
利
を
巡

る
論

争
に
は
、
宣
教

師
が

積
極
的

に
関
わ

っ
て
い
た
。

こ

の
点

に
つ
い
て
は
、

吉
村

(
一
九
九
四
)が
詳

し
い
。

(10
)
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ
が

ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
の
分
派

で
あ

る
か

に
つ
い
て
は
異

論
が
あ
る
。

(11
)

一
七
七
二
年
と
す

る
説
も
あ
る
。

(12
)
ア
ー
リ
ヤ

・
サ

マ
ー
ジ

の
名

に
あ

る

「
ア
ー
リ
ヤ
」
が

、
人
種

的
意
味
合

い

を
含
ん
で

い
る
か
否

か
に

つ
い
て
は
異
論
が
あ
る
。
<
餌
三
Φ
に
よ
る
と

、
ダ
ヤ

ー
ナ
ン
ド
は
、
「
至
高

の
人

間
」
と

い
う

意
味

で
し
か

こ
の

「
ア
ー
リ
ヤ
」
.を

用

い
て
い
な

い
と

い
う
。
(<
9。
σ
δ

6
Qo
ω
)

(
13
)
但
し
、
カ
ー

ス
ト
制
度

そ
の
も

の
を
否
定
し
た
訳

で
は
な
く
、
ヴ

ァ
ル
ナ
制
、

つ
ま

「り
ブ

ラ
ー

マ
ン
、
ク
シ

ャ
ト
リ

ヤ
、
ヴ

ァ
イ
シ

ャ
、

シ

ュ
ー
ド

ラ
の
区

分
を
理
想

的
な
分
業

形
態
と

し
て
容
認

し
た
。

下
位

ヴ

ァ
ル
ナ

の
者

で
も
、

行

い
と
学
を
積
む

こ
と

で
、
上
位
ヴ

ァ
ル
ナ
の

一
員

に
な
り
う

る
、
と
し
た

の
で
あ

る
。
詳
し
く
は
、
藤
井

(
一
九
九
四

…
三
九
ー

五
二
)
を
参
照

の
こ
と
。

(
14
)
植
民
地
時
代
が
ポ

ス
ト

・
コ
ロ

ニ
ア
ル
に
お

け
る
イ

ン
ド

の
苦

境

の
主
な
原

.

因
で
あ
り

、
セ
ン
サ
ス
な
ど

に
よ
り

「
ヒ
ン
ド

ゥ
i
」

「
ム
ス
リ
ム
」

の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
造
り
上
げ
ら
れ
た
、
と
す
る
議
論
(例
え
ば
、
θ

一蒔
ω
一Φ
り
b。
))に
は
、

関
根
(
一
九
九
七
)も
論
じ

て

い
る
よ
う

に
、
行
き

過
ぎ

の
面

が
あ

る
。
ヴ

ァ

ン

・
デ
ア

・
ヴ

イ
ー
ア

(く
P
口
α
Φ
N
<
Φ
Φ
「
一
Φ
り
ら
σ
●)
が
述

べ
る
よ
う

に
、

ヒ

ン
ド

ゥ
ー
と

ム
ス
リ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
は

、
イ
ギ
リ

ス
植

民
地

時
代
以

前

に
も

あ
る
程
度
存
在

し
て
お
り
、
セ

ン
サ

ス
に
代
表

さ
れ

る
植
民

地
行
政

が
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
強
化

し
た
、
と
す
る

の
が
妥

当
で
あ

ろ
う
。

(15
)
こ
こ
で
、

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
至
上
主
義

に

つ
い
て
論

じ
る
こ
と
は
紙
幅

の
関
係
上

で
き
な

い
が
、
ゴ

ー
ル
ド

(
O
O
一α

一
り
Φ
心
)
、
ヴ

ァ
ン

・
デ

ア

・
ヴ

イ
ー

ア

(〈
四
口
α
①
「
～
「①
Φ
同
一
り
㊤
恥
鋤
●)が
参

考
に
な
る
。
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 'Conversion' to 'Hinduism': missionaries
, Hindu socio-religious 

 reform movements in the 19th century and Hindu nationalism 

                    Kyoko MATSUKAWA 

   During the colonial period, missionaries went all over the world and attempted to spread 

Christianity. Christianity played an important role modernising numerous societies. In this article the 

interaction between Christianity and local people leading to the transformation of the society is 

illustrated by using the Indian case. The article deals with the issue of the construction of 'Christianity' 

and 'Hinduism' and in doing so, it examines the attitudes of missionaries to Hindus and the responses 

from the Hindu intelligentsia in the 19th century. For the former, two types of view points of Hinduism 

existed: one was the Orientalistic admiration for an ancient great civilisation; and the other was the 

position of considering the system of castes, which lies at the heart of Hinduism, as an abuse. For the 
latter some people such as Ram Mohan Roy, who established an organisation called the Brahma Samaj, 

attempted to reform Hinduism by partly identifying himself with Christian missionaries' ideas of 

Hinduism, especially the criticism of the caste system, while others such as Dayananda Sarasvati , who 
was the founder of the Arya Samaj, was opposed to Christianity. However, both shared an approach in 

reconstructing 'Hinduism' in relation to 'Christianity'. Roy adopted their imagery used by missionaries 
to objectify 'Hindus'. Sarasvati, on the other hand, took over the Christian ideas of 'conversion' and 
'education' even though he was opposed to missionaries' criticism of 'Hindus'. It can be argued that in 

the process of being contrasted with 'Christianity' and 'Islam', 'Hinduism' became essentialised. Today 

the same ideas of essentialised 'Hinduism' can be found in Hindu nationalism movements led by 

organisations such as the RSS(Rashtriya Swayamsevak Sangh) and the VHS(Vishva Hindu Parishad) 

which caused the demolition of a mosque in Ayodhya and its bloody aftermath. 

Key words 

   Christian missionaries, socio-religious reform by Hindu intelligentsia, Orientalism, 
   Essentialisation of 'Hinduism', Hindu nationalism 
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